
平成28年4月28日

第44号

議会だより
2016●4 

[3月定例会　町の活性化へ向けて]

コミュニティが支える町へ
平成28年度予算を可決
[一般質問は9人]

コミュニティで町が救えるか
地方創生総合戦略を問う
[追跡　一般質問その後どうなった]

メガソーラー発電計画の現状は

発行：佐久穂町議会
議長：浅井正昭
編集：議会広報編集調査特別委員会
印刷：㈲東城印刷佐久穂営業所
384-0697
長野県南佐久郡佐久穂町大字高野町569
TEL：0267-86-2556

笑顔満開! 希望いっぱい!
栄保育園入園式



煙煙煙煙煙 煙煙煙煙煙2

　

平
成　

年
3
月
定
例
会
は
、

28

3
月
4
日
か
ら　

日
ま
で
の　

17

14

日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　

町
長
は
招
集
挨
拶
の
中
で
、

1
月
の
小
中
学
校
へ
の
阿
部
守

一
長
野
県
知
事
の
訪
問
や
、
八

千
穂
高
原
の
雨
氷
に
よ
る
白
樺

の
倒
木
被
害
、
町
立
千
曲
病
院

に
関
し
て
は
、
工
事
進
捗
状
況

と
4
月
よ
り
植
竹
智
義
医
師
が

新
院
長
と
な
る
こ
と
な
ど
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

3
月
定
例
会
は
、
平
成

　

年
度
一
般
会
計
予
算
を

28中
心
に
、
会
期
中
に
追
加

提
出
さ
れ
た
も
の
も
含
め

て
議
案　

件
、
請
願
・
陳

35

情
4
件
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
案
に
関
し
て
は
、
委

員
会
及
び
本
会
議
に
お
い

て
審
議
し
、
討
論
を
経
て

採
決
を
し
、
全
て
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
合
併　
10

年
、
統
合
小
中
学
校
整
備
も
完

了
し
て
1
年
が
経
過
し
、
合
併

の
特
例
措
置
が
な
く
な
る
中
、

前
年
度
比
3
億
8
埀7
0
0
万

円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
具
体
的
実
施
に
関
す

る
予
算
な
ど
が
新
た
な
予
算
と

し
て
見
ら
れ
ま
す
が
、
一
年
前

の
特
別
会
計
の
一
部
に
対
す
る

繰
入
金
を
貸
付
金
に
変
え
た
こ

と
に
よ
る
予
算
規
模
の
増
加
も

一
因
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
生
」に

よ
る
地
域
の
自
立
や
活
性
化
を

実
現
す
る
た
め
に
、
総
合
戦
略

実
施
に
関
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
原
点
と
な
る
集
落
の
点

検
事
業
、
新
し
い
つ
な
が
り
を

作
り
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
提
案

型
ま
ち
活
性
化
事
業
、
子
育
て

充
実
の
た
め
の
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
整
備
に
向
け
た
予
算
な
ど
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
に
伴
い
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
住
民
票

な
ど
を
取
得
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
整
備
費
用
や
、
佐
久
総
合
病

院
本
院
の
再
構
築
整
備
負
担
金

約
1
億
8
0
0
万
円
と
い
っ
た
、

国
の
変
化
や
地
域
の
変
化
に
対

応
す
る
予
算
に
よ
る
影
響
も
大

き
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
佐

久
穂
町
は
他
の
市
町
村
に
類
を

見
な
い
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創

生
」
と
い
う
戦
略
を
作
り
出
し

ま
し
た
。
消
滅
し
な
い
持
続
可

能
な
地
域
の
実
現
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

佐
久
穂
町
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
可
決

に
よ
り
、
4
月
1
日
よ
り
旧
小

中
学
校
の
校
庭
と
体
育
館
の
使

用
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

管
理
を
す
る
生
涯
学
習
課
の

説
明
に
よ
る
と
、「
学
校
跡
地
の

公
募
に
伴
う
も
の
だ
が
、
配
管

の
老
朽
化
に
よ
る
地
下
で
の
漏

水
も
激
し
く
、
利
用
率
な
ど
の

状
況
を
見
て
、
佐
久
穂
小
中
学

校
な
ど
へ
の
利
用
集
約
を
進
め

た
こ
と
に
よ
る
も
の
」
と
い
う

こ
と
で
す
。　

　

な
お
、
旧
佐
久
中
央
小
学
校

体
育
館
は
児
童
館
・
学
童
ク
ラ

ブ
の
施
設
と
し
て
い
る
た
め
今

後
も
利
用
は
可
能
で
、
同
校
庭

の
一
部
は
、
統
合
小
中
学
校
や

現
施
設
の
駐
車
場
と
し
て
整
備

し
利
用
さ
れ
ま
す
。

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
がが
支支
ええ
るる
町町
のの
実実
現現
へへ

コ
ミ
ュ
ニ

コ
ミ
ュ
ニ
テテ
ィィ
が
支
え
る
町
の
実
現

が
支
え
る
町
の
実
現
へへ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
支
え
る
町
の
実
現
へ

佐
久
穂
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
総
合
戦
略
実
施
を
含
め
た

平
成　

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
が
可
決

28

地
域
の
可
能
性
を
求
め
て
「
集
落
点
検
」

旧
小
中
学
校
の
校
庭
・

体
育
館
の
利
用
を
停
止

地域地域のの「道普請「道普請」」もコミュニティの力のひともコミュニティの力のひとつつ

コミュニティの作りコミュニティの作り方方・・支え方に支え方に、、精一杯応えます精一杯応えます
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歳出予算  性質別
総額82億7,700万円

①人件①人件費費
13億377万13億377万円円
15.815.8％％

②物件②物件費費
11億9,860万11億9,860万円円

14.514.5％％

③扶助費
5億3,009万円

6.4％

⑤普通建設事業費
7億1,966万円

8.7％ ④補助費等
7億4,977万円

9.1％

⑥公債⑥公債費費
15億9,980万15億9,980万円円

19.319.3％％

⑧繰出金・貸付金
20億4,100万円

24.7％

⑦積立金
1,599万円万円
0.2％

（※1万円未満四捨五入）

⑨維持補修費・その他
1億1,832万円　1.3％

歳入のポイント
①町税は、10億2,139万円（12.3％）で前年度比609万円の増額です。
　税率改正により軽自動車税の増、個人町民税の譲渡所得等が増となる
　ためです。
③繰入金、繰越金は、5億9,078万円（7.1％）で前年度比1億3,435万
　円の増額です。これは、高速道や橋梁補修関連の公共施設等整備基金
　からの繰入金、地方創生事業の財源として地域振興基金からの繰入金、
　財政調整基金からの繰入金によるものです。
④地方交付税は、40億7,355万円（49.2％）で前年度比8,794万円の
　減額です。これは、国の地方財政計画及び合併して10年を経過した
　ことにより合併算定替保障率が段階的に減となることを見込んでい
　ます。
⑥国県支出金は、10億1,770万円（12.3％）で前年度比1億4,958万
　円の増額です。これは、臨時福祉給付金に関する国庫補助が増となる
　ためです。
⑦町債は、5億1,473万円（6.2％）で前年度比6,861万円の増額です。
　これは佐久総合病院本院整備工事等に伴い合併特例債が増となるた
　めです。

性質別の歳出予算のポイント
②物件費は、11億9,860万円（14.5％）で前年度比1億3,370万円の
　増額です。新規事業としてコンビニ交付サービス導入や基幹系システ
　ム共同化事業が増となるためです。
④補助費等は、7億4,977万円（9.1％）で前年度比5,123万円の増額
　です。佐久総合病院本院再構築の負担金が増となるためです。
⑤普通建設事業費は、7億1,966万円（8.7％）で前年度比6,960万円
　の増額です。内水氾濫災害対策事業（高野町用水ほか）や中部横断自
　動車道佐久町IC（仮称）工事負担金が増となるためです。
⑥公債費は、15億9,980万円（19.3％）で前年度比8,139万円の減額
　です。
⑧繰出金・貸付金は、20億4,100万円（24.7％）で前年度比2億5,501
　万円の増額です。国民健康保険特別会計、老人保健施設特別会計、索
　道事業特別会計への貸付金と千曲病院への繰出金が増となるためで
　す。

その他 2億899万円
2.5％

（※1万円未満四捨五入）

①町税
10億2,139万円 12.3％

自自主主
財財源源

依存財依存財源源

⑦町債
5億1,473万円

6.2％

⑥国県支出⑥国県支出金金
10億1,770万10億1,770万円円

12.312.3％％

④地方交付④地方交付税税
40億7,355万40億7,355万円円

49.249.2％％

②分担金、使用料等
    1億9,564万円

2.4％

③繰入③繰入金金、、繰越金繰越金
5億9,075億9,0788万万円円

7.1        7.1％％

その他
5億4,325万5億4,325万円円

6.7％

歳入予算
総額82億7,700万円

⑤地方譲与税⑤地方譲与税　
1億1,097万1億1,097万円円

1.31.3％％

　平成28年度の一般会計歳入歳出予算は、歳入歳出の総額はそれぞれ82億7,700万円、前年度比3億8,700万円の
増額となりました。平成28年度はまち・ひと・しごと創生対策として、佐久穂町コミュニティ創生戦略の具体的な
事業の推進を図る初年度であり、ス
ピード感を持って取り組む必要があ
ることから重点的な予算配分を行う
とともに、第1次行財政改革大綱を
踏まえ、引き続き事業費等の見直し
を行い「選択と集中」による予算と
なっています。

佐久穂町コミュニティ創生戦略の推進閣まち・ひと・しごと創生対策

病児・病後児保育の実施閣少 子 化 対 策

内水氾濫災害対策事業閣防 災 対 策

町有林の更新伐地へカラマツ植栽閣林 業 振 興 対 策

地域おこし協力隊事業閣地 域 活 性 化 対 策

信州型コミュニティスクールの設置閣教 育 環 境 の 充 実
英語教育プログラムの推進

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成22222222228888888888年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度 当当当当当当当当当当初初初初初初初初初初予予予予予予予予予予平成28年度  当初予算算算算算算算算算算算
一般会計 82億7,700万円  特別会計 39億8,327万円

（特別会計詳細は、８頁下段参照）
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電力自由化・町の取り組みは
町長  自由化で料金削減できることは魅力的

現契約の変更を視野に入れ検討中　　
小宮山　雅　則

電
力
自
由
化

問問　

電
力
自
由
化
に
伴
い
、
電

力
事
業
者
の
選
択
が
可
能
に
な

り
ま
す
が
、
町
は
ど
う
取
り
組

み
を
し
て
い
く
の
か
。

町町
長長　

新
電
力
事
業
者
に
切
り

か
え
る
こ
と
で
、
電
気
料
金
が

削
減
さ
れ
る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト

で
あ
り
ま
す
が
、
万
が
一
契
約

事
業
者
が
撤
退
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
リ
ス
ク
も
存
在
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
一
般
電
気
事
業
者
、

新
電
力
会
社
の
双
方
を
含
め
た

業
者
の
選
定
方
法
、
契
約
方
法

を
慎
重
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問問　

現
在
第
一
次
行
財
政
改
革

に
基
づ
き
、
事
業
の
見
直
し
や

合
理
化
を
推
進
し
、
町
民
の
理

解
と
協
力
を
求
め
な
が
ら
経
費

の
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

電
気
料
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り

検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

削
減
の
見
通
し
は
ど
う
な
の
か
。

総
務
課

総
務
課
長長　

廃
校
と
な
っ
た
学

校
も
含
む
昨
年
の
料
金
で
の
積

算
で
す
が
、
年
間
概
ね
5
0
0

万
円
の
削
減
が
で
き
そ
う
で
す
。

問問　

学
校
跡
地
施
設
利
用
も
含

む
公
共
施
設
の
在
り
方
の
検
討

は
、
庁
舎
の
問
題
も
出
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
第
二
次
総
合
計

画
策
定
時
ま
で
に
結
論
を
明
確

に
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

町町
長長　

公
共
施
設
等
は
こ
れ
か

ら
大
量
に
更
新
時
期
を
迎
え
ま

す
。
長
期
的
な
視
点
を
以
て
施

設
更
新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化

な
ど
を
計
画
的
に
行
い
、
財
政

負
担
の
軽
減
、
平
準
化
す
る
と

共
に
、
施
設
の
適
切
な
配
置
も

必
要
と
い
う
こ
と
か
ら
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定

す
る
予
定
で
す
。

問問　

人
事
評
価
は
平
成　

年
度

28

か
ら
実
施
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
の
準
備
は
で
き
た
の
か
。

町町
長長　

今
年
度
1
年
か
け
て
準

備
を
し
て
き
ま
し
た
。
人
事
評

価
が
形
だ
け
の
制
度
に
な
ら
な

い
よ
う
、
ま
た
職
員
の
人
材
育

成
が
第
一
の
目
的
と
な
る
よ
う

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

公
共
施
設
の
あ
り
方

検
討

人
事
評
価

町
内
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
に
つ
い
て

そ
の
後
の
県
の
対
策
は

町
長　

当
町
の
強
い
要
望
も
あ
り
、県
と
し
て

４
つ
の
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た

髙
見
澤　

春　

野

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

計
画
の
動
き

問問　

町
内
の
現
状
と
県
の
対
策
、

対
応
の
動
き
は
。

町町
長長　
　

年
度
に
大
き
な
動
き

27

が
4
つ
あ
り
ま
し
た
。

1
坩
関
係
市
町
村
と
県
と
の
連

　
　

絡
会
議
の
開
催

2
坩
一
定
規
模
以
上
の
場
合
県

　
　

環
境
影
響
評
価（
ア
セ
ス
）

　
　

条
例
の
対
象
と
す
る

3
坩
流
域
開
発
に
伴
う
防
災
調

　
　

整
池
と
技
術
基
準
の
改
定

4
坩
適
正
に
推
進
す
る
た
め
の

　
　

市
町
村
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
　

の
作
成

　

町
か
ら
県
へ
強
い
要
望
を
し

た
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

住
民
税
務
課

住
民
税
務
課
長長　

余
地
地
区
は

1
万
2
2
2
5
㎡
で
、
町
の
環

境
保
全
条
例
の
大
規
模
開
発
行

為
該
当
事
業
の
た
め
、
協
定
締

結
を
し
ま
し
た
。
海
瀬
地
区
は

約　
　

予
定
面
積
の　

％
を
事

38
ha

67

業
者
が
取
得
、
大
日
向
地
区
は

約　
　

予
定
地
の　

％
と
な
っ

139
ha

72

て
い
ま
す
。
両
地
区
と
も
林
地

開
発
許
可
は
こ
れ
か
ら
の
た
め
、

県
の
改
正
さ
れ
た
環
境
影
響
評

価
条
例
の
対
象
と
な
り
、
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

新
ご
み
焼
却
場の動

き

問問　

新
ご
み
焼
却
場
の
進
捗
状

況
は
。

住
民
税
務
課

住
民
税
務
課
長長　

処
理
対
象
地

域
は
小
諸
市
を
除
く　

市
町
村

10

で
す
。
焼
却
施
設
は　

時
間
連

24

続
運
転
で
、
1
日　

ｔ
処
理
の

110

予
定
で
す
。
概
要
の
み
決
ま
っ

て
い
て
事
業
費
、運
営
費
、処
理

単
価
等
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

問問　

ご
み
袋
、
分
別
の
見
直
し

は
。

住
民
税
務
課

住
民
税
務
課
長長　

新
焼
却
場
稼

働
で
、
見
直
し
が
必
要
と
思
い

ま
す
。

周辺環境整備も問われる太陽光発電周辺環境整備も問われる太陽光発電所所
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地方創生の施策はインパクト
のあるものが必要では

町長 コミュニティ創生戦略案を策定した
倉　澤　治　貴

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
件
数
は
？

町
長　

現
在
の
と
こ
ろ
1
件
の
み
で
す　

倉　

澤　

陽　

一

問問　

佐
久
穂
町
に
お
け
る
総
合
戦

略
の
方
向
性
が
示
さ
れ
つ
つ
あ
る

が
、
こ
れ
の
み
で
は
町
の
人
口
や

産
業
に
対
す
る
施
策
と
し
て
は
物

足
り
な
さ
を
感
じ
得
な
い
。
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の

戦
略
を
柱
と
す
る
べ
き
で
は
。

町町
長長　

当
町
の
総
合
戦
略
は
、
佐

久
穂
町
地
方
創
生
推
進
会
議
の
答

申
に
基
づ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
よ
り
持
続
的
な
町
づ
く

り
を
基
本
方
針
と
す
る
創
生
戦
略

案
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

問問　

自
然
豊
か
で
、
教
育
・
福
祉

も
充
実
し
て
い
る
当
町
に
あ
っ
て
、

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
を
目
指
し
た
さ

ら
な
る
住
環
境
の
整
備
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
こ
と
が
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
施
策
と
思
う
が
。

町町
長長　

地
味
な
こ
と
で
も
繰
り
返

し
て
い
け
ば
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
に
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
提
案
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

狙
い
と
成
果

問問　

住
民
意
向
調
査
を
総
合
戦
略

や
計
画
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
の
か
、

ま
た
庁
舎
に
つ
い
て
は
各
ケ
ー
ス

町
の
認
知
度

問問　

全
国
千
自
治
体
で
九
八
〇

番
目
、
上
げ
る
対
策
は
？

総
合
政
策
課

総
合
政
策
課
長長　

一
朝
一
夕
に

上
げ
る
事
は
不
可
能
と
思
う
。

住
む
事
を
誇
り
に
思
い
幸
せ
な

生
活
を
送
る
人
が
増
え
る
事
で

自
然
に
人
が
集
ま
っ
て
く
る
の

が
創
生
戦
略
の
目
的
で
す
。

問問　

認
知
度
が
上
が
る
メ
リ
ッ

ト
は
？

住
民
税
務
課

住
民
税
務
課
長長　

ふ
る
さ
と
納

税
は
件
数
、
金
額
と
も
伸
び
て

い
ま
す
。
来
年
度
広
告
を
出
し

て
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

総
合
戦
略

に
お
け
る
概
略
の
試
算
を
示
す
べ

き
で
は
。

町町
長長　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
総
合

戦
略
の
内
容
を
定
め
る
に
当
り
、

重
要
業
績
評
価
指
数
（
K
P
I
）

の
基
準
値
を
求
め
る
こ
と
来
年
度

策
定
の
総
合
計
画
の
資
料
と
す
る

の
が
目
的
。

　

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
各
ケ
ー
ス

ま
で
持
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ

っ
て
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
い
て
決
め
て
い
き
た
い
。

総
合
政
策
課

総
合
政
策
課
長長　

住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
は
現
在
の
総
合
計
画
の
反
省
と

第
二
期
の
計
画
の
基
礎
資
料
と
す

べ
く
総
合
戦
略
の
（
K
P
I
）
す

な
わ
ち
、
町
へ
の
愛
着
度
、
継
続

居
住
意
向
、
地
域
経
済
の
創
造
、

事
業
育
成
環
境
等
に
つ
い
て
の
意

向
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

問問　

町
の
将
来
を
展
望
す
る
総
合

計
画
・
戦
略
の
策
定
、ま
た
庁
舎
の

問
題
等
に
つ
い
て
は
、
町
長
自
ら

の
考
え
を
住
民
に
示
す
べ
き
で
は
。

町町
長長　

本
来
そ
う
あ
る
べ
き
と
思

う
が　

年　

年
を
見
越
す
に
は
年

20

30

を
取
り
す
ぎ
て
い
る
。
大
勢
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
方
向
性
を

き
め
て
い
く
の
が
一
番
い
い
方
法

と
の
考
え
に
至
っ
た
わ
け
で
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

ア
ン
テ
ナ
さ
く
ほ

問問　

事
業
を
総
括
し
て
町
の
方

向
性
と
合
致
し
て
い
る
か
。

町町
長長　

グ
ル
メ
新
聞
、
町
民
キ

ッ
チ
ン
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ジ

ー
バ
共
和
国
等
事
業
に
取
り
組

ん
で
も
ら
っ
て
お
り
、
先
駆
性

は
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。

問問　

外
部
か
ら
初
の
登
用
、
職

員
は
認
識
を
共
有
で
き
た
か
。

町町
長長　

意
識
共
有
は
さ
れ
て
来

た
と
考
え
ま
す
。
行
政
の
関
与

を
控
え
さ
せ
た
事
で
、
協
力
関

係
が
不
十
分
だ
と
の
見
方
も
あ

り
ま
し
た
。

問問　

総
合
戦
略
と
の
整
合
性
は
。

総
合
政
策
課

総
合
政
策
課
長長　

戦
略
を
補
強

す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク

問問　

情
報
発
信
は
。

総
合
政
策
課

総
合
政
策
課
長長　

広
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
利
用
登
録
を
お
願

い
し
、
宅
建
業
協
会
に
仲
介
を

お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

問問　

情
報
収
集
に
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

総
合
政
策
課

総
合
政
策
課
長長　

常
会
長
に
地

区
の
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し

て
お
り
、
3
月
末
に
出
そ
ろ
い

次
第
、
全
物
件
を
再
調
査
し
ま

す
。

空き家の利活用は地域の課空き家の利活用は地域の課題題
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「
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」の

策
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

町
長　

法
律
上
義
務
づ
け
は
な
い
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
す
る　

岡　

部　

勝　

一

問問　

東
日
本
震
災
の
教
訓
か
ら
、

要
支
援
者
の
把
握
、
生
命
財
産

の
保
護
等
を
目
的
と
し
た
「
強

靱
化
地
域
計
画
」
の
策
定
の
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町町
長長　

人
命
保
護
、
重
要
中
枢

機
能
維
持
、
公
共
施
設
等
の
被

害
軽
減
、
迅
速
な
復
旧
、
復
興

を
基
本
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

法
律
上
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な

い
が
、
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。　

年
度
中
の
策
定

28

に
向
け
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問問　

医
療
費
の
削
減
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
の
現
状
は
？

町町
長長　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
利
用
促
進
と
、
削
減
が
、
見

込
め
る
被
保
険
者
に
対
し
、
差

額
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

問問　

中
学
3
年
生
を
対
象
に
、

胃
が
ん
予
防
と
し
て
の
ピ
ロ
リ

菌
検
査
の
実
施
を
要
望
す
る
。

町町
長長　

検
査
の
導
入
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問問　

不
妊
治
療
、
脳
脊
髄
液
減

少
症
治
療
に
、
国
の
助
成
、
補

助
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
対

応
を
お
聞
き
し
た
い
。

町町
長長　

不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、

当
町
で
も
条
例
で
定
め
て
い
ま

す
が
、
少
子
化
対
策
と
し
不
育

症
の
助
成
制
度
も
含
め
、
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
福
祉
課

健
康
福
祉
課
長長　

難
病
に
対
し

統
合
小
中
学
校

に
関
し
て

小中学校統合後初めての受験だが?
教育長  生徒や保護者の気持ちに寄り添い

ながら全力で支援をしていく　　
高　橋　康　徳

問問　

施
設
も
良
く
な
り
、
生
徒

数
も
多
く
な
っ
た
状
況
に
お
い

て
、
卒
業
生
の
進
路
の
内
容
に

優
位
の
変
化
は
あ
る
か
。

教
育
委
員

教
育
委
員
長長　

佐
久
圏
域
の
校

区
へ
の
進
学
状
況
は
、
統
合
前

に
お
い
て
も
、
そ
の
年
に
よ
っ

て
変
動
す
る
状
況
で
あ
り
、
変

化
と
し
て
と
ら
え
る
事
は
で
き

ま
せ
ん
。

問問　

独
自
教
育
（
キ
ャ
リ
ア
教

育
・
英
語
教
育
他
）
が
与
え
た

部
分
は
あ
る
か
。

教
育
委
員

教
育
委
員
長長　

成
果
は
蓄
積
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
そ
れ

ら
が
ど
の
よ
う
な
形
で
開
花
す

る
か
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

問問　

整
備
の
完
了
し
て
い
な
い
。

通
学
路
整
備
に
つ
い
て
は
ど
う

な
る
。

教
育
教
育
長長　

現
在
逐
次
改
良
が
行

わ
れ
て
お
り
、
完
了
状
態
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

建
設
課

建
設
課
長長　

高
野
町
小
山
線
は

　

年
3
月
竣
工
予
定
。
下
畑
橋

29

入
り
口
信
号
は
5
月
末
竣
工
予

定
、
下
海
瀬
バ
イ
パ
ス
に
つ
い

て
は
、
用
地
の
問
題
か
ら
竣
工

時
期
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
。

問問　

統
合
さ
れ
た
事
に
よ
り
、

維
持
費
の
節
減
が
図
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
効
果
は
。

教
育
教
育
長長　
　

年
決
算
と　

年
実

26

27

績
見
込
み
に
よ
る　

年
度
予
算

28

で
は
2
埀0
3
7
万
円
の
減
と

な
っ
て
お
り
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
が
出
て
い
ま
す
。

町
内
道
路
整
備

問問　

中
部
横
断
道
開
通
後
の
交

通
量
の
変
化
予
測
は
。

町町
長長　

予
想
交
通
量
は
公
表
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

建
設
課

建
設
課
長長　

町
独
自
の
推
計
値

で
は
、
佐
久
市
勝
間
か
ら
千
曲

病
院
入
り
口
で
、
2
～
3
割
の

減
。
千
曲
病
院
か
ら
清
水
町
交

差
点
ま
で
は
3
～
4
割
の
減
少

と
予
想
し
て
い
ま
す
。

て
は
、
個
人
情
報
に
な
り
ま
す

の
で
、
留
意
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

問問　

動
物
愛
護
と
し
て
の
、
ペ

ッ
ト
の
殺
処
分
と
、
共
生
環
境

づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
。

住
民
税
務
課

住
民
税
務
課
長長　

殺
処
分
で
は

な
く
、
致
死
処
分
と
表
現
し
て

い
ま
す
。
所
有
者
に
終
生
飼
養

す
る
よ
う
周
知
し
、
共
生
環
境

づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
ま

す
。

高速道建設高速道建設もも
国土強靱化のひと国土強靱化のひとつつ
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「
公
契
約
条
例
」を
制
定
し
て
は
？

町
長　

一
自
治
体
で
な
く
、国
レ
ベ
ル

で
制
度
化
を
す
べ
き　
　
　

高
見
沢　

研　

二

問問　

今
回
の
「
ま
ち
、
ひ
と
、

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
素

案
）
は
対
象
を
単
純
化
し
す
ぎ

て
い
な
い
か
。

総
合
政
策
課

総
合
政
策
課
長長　

町
に
は
、
豊

か
な
自
然
、
水
資
源
、
災
害
の

少
な
さ
、
高
い
晴
天
率
、
首
都

圏
ま
で
の
交
通
利
便
性
、
な
ど

の
強
み
が
多
々
あ
る
が
、
全
国

ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
自
治
体
と
違
う
と
こ
ろ

を
選
択
し
た
と
こ
ろ
に
意
味
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
全
国

で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ

に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
住
民

の
主
体
的
な
活
動
が
活
発
な
と

こ
ろ
で
す
。

コミュニティだけが町の強みなのか
町長  多くの地域資源の中からコミュニティ

に着目した独創性を評価したい　　　
井　出　清　嗣

問問　

地
方
の
人
口
減
少

は
自
然
現
象
で
は
な
く
、

2
0
0
0
年
以
来
の
構

造
改
革
路
線
の
結
果
だ
。

原
因
に
迫
る
対
策
で
な

い
と
効
果
が
上
が
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

町町
長長　

そ
れ
は
大
き
な

原
因
の
一
つ
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
地
域
と
し

て
や
れ
る
こ
と
が
あ
る

は
ず
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問問　

佐
久
穂
町
が
、
公
共
工
事

や
業
務
委
託
等
を
民
間
事
業
者

や
団
体
に
発
注
し
て
実
行
す
る

際
に
「
町
が
定
め
た
賃
金
額
以

上
の
賃
金
」
を
、
現
場
で
働
く

労
働
者
に
支
払
う
こ
と
を
義
務

付
け
、
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
確
保
と
公
正
な
競
争
を

実
現
す
る
目
的
で
、「
公
契
約
条

例
」
を
制
定
で
き
な
い
か
。

町町
長長　

全
国
市
長
会
か
ら
、
公

契
約
法
制
定
の
要
望
書
が
国
の

関
係
機
関
に
提
出
さ
れ
る
な
ど
、

関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
一
自
治
体
が
条
例
で

義
務
付
け
る
の
で
は
な
く
、
本

来
国
で
制
度
化
さ
れ
る
べ
き
で

し
ょ
う
。
当
町
で
は
条
例
の
制

定
は
し
ま
せ
ん
。

問問　
「
佐
久
穂
町
奨
学
金
貸
与

条
例
」
を
、
給
付
型
に
し
て
は

ど
う
か
。

教
育
委
員

教
育
委
員
長長　

現
在
、
無
利
子

の
貸
与
型
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
上
も
給
付
型
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

問問　

福
祉
医
療
費
は
高
校
卒
業

ま
で
無
料
で
す
が
、
こ
れ
を
も

う
一
歩
前
に
進
め
1
レ
セ
プ
ト

5
0
0
円
を
廃
止
し
て
、「
完
全

窓
口
無
料
」
の
新
た
な
制
度
に

で
き
な
い
か
。

町町
長長　

現
状
で
は
、
国
庫
負
担

金
の
減
額
調
整
が
あ
り
、
で
き

ま
せ
ん
が
、
地
方
創
生
の
流
れ

の
中
で
、
国
や
県
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

問問　
「
食
育
」と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
給
食
の
時
間
も
教

育
の
一
環
で
す
。
学
校
給
食
費

を
無
料
に
で
き
な
い
か
。

教
育
教
育
長長　

学
校
給
食
法
に
基
づ

き
、
一
部
を
保
護
者
負
担
で
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

問問　

政
府
の
方
針
は
自
治
体
間

競
争
の
感
が
あ
る
が
、
自
治
体

ど
お
し
の
連
携
も
大
事
で
は
な

い
か
。
と
く
に
佐
久
市
と
は
。

総
合
政
策
課

総
合
政
策
課
長長　

当
町
の
戦
略

は
、
人
口
獲
得
競
争
へ
の
参
加

で
は
な
く
内
部
の
充
実
が
主
点

で
す
。
佐
久
市
と
の
連
携
も
進

め
ま
す
。

問問　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
、

佐
久
市
の
事
業
と
の
連
携
は
計

れ
な
い
か
。

総
合
政
策
課

総
合
政
策
課
長長　

区
域
の
延
長
、

路
線
の
接
合
等
働
き
か
け
て
い

る
が
、
ま
だ
そ
の
意
志
は
な
い

旨
の
回
答
を
受
け
て
い
ま
す
。

公
契
約
条
例
と
は
？

　

国
や
地
方
自
治
体
の
事
業
を

受
託
し
た
業
者
に
雇
用
さ
れ
る

労
働
者
に
対
し
、
地
方
自
治
体

が
指
定
し
た
賃
金
の
支
払
い
を

確
保
さ
せ
る
こ
と
を
規
定
し
て

い
る
条
例
で
す
。
指
定
さ
れ
る

賃
金
は
、
国
の
最
低
賃
金
法
に

基
づ
い
て
規
定
さ
れ
る
最
低
賃

金
よ
り
も
高
く
設
定
さ
れ
て
お

り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
に
配
慮

し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

多様なコミュニティが佐久穂らしさを作多様なコミュニティが佐久穂らしさを作るる
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若
い
女
性
の
職
場
と
し
て

保
育
士
の
雇
用
条
件
の
充
実
を

町
長　

興
味
深
い
考
え
と
し
て
、

実
現
し
て
い
き
た
い
で
す

井　

出　

正　

臣

問問　

保
育
士
不
足
に
関
す
る
現
状

と
対
策
は
。　

町町
長長　

広
報
な
ど
の
募
集
に
よ
り
、

現
時
点
で
は
保
育
士
が
集
ま
り
、

保
育
所
運
営
に
支
障
が
出
る
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
育
士
の

人
材
確
保
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

は
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
課

子
ど
も
課
長長　

新
年
度
は
障
害
児

対
応
と
し
て
加
配
保
育
士
が　

名
、

11

3
歳
児
未
満
の
配
置
基
準
に
よ
る

保
育
士
が　

名
必
要
な
状
況
と

10

な
っ
て
い
ま
す
。

問問　

都
市
部
の
若
い
女
性
保
育
士

へ
家
賃
補
助
な
ど
を
行
い
、
移
住

定
住
さ
せ
て
人
口
の
社
会
増
加
と
、

保
育
士
確
保
を
同
時
に
行
う
施
策

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

町町
長長　

総
合
戦
略
の
中
で
も
、
若

い
女
性
を
町
に
根
付
か
せ
る
に
は

ど
う
す
る
か
考
え
て
い
ま
す
。
一

番
来
や
す
い
人
た
ち
に
頼
む
の
が

一
番
早
い
と
思
い
ま
す
。

保
育
士
不
足
の
現
状

問問　

地
域
づ
く
り
に
は
景
観
と
い

う
要
素
が
必
要
だ
が
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
景
観
条
例
を

作
る
準
備
は
あ
る
か
。

総
合
政
策
課

総
合
政
策
課
長長　

平
成　

年
度
よ

28

り
、
そ
の
双
方
策
定
に
向
け
て
の

た
た
き
台
を
作
成
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
速
道
路
開
通
に
向
け
て

問問　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）

周
辺
の
特
定
用
途
制
限
地
域
指
定

に
関
し
て
、
そ
の
内
容
と
時
期
は
。

　
総
合
政
策
課

総
合
政
策
課
長長　

具
体
的
な
内
容

に
関
し
て
、
ま
だ
作
成
に
入
っ
て

い
ま
せ
ん
。
指
定
は
早
く
て
平
成

　

年
3
月
と
な
り
ま
す
。

29
　

問問　

定
住
自
立
圏
の
中
で
何
を
す

べ
き
か
考
え
、
Ｉ
Ｃ
周
辺
が
果
た

す
役
割
を
佐
久
市
と
協
議
の
場
を

設
け
て
行
う
提
案
を
、
こ
ち
ら
か

ら
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
総
合
政
策
課

総
合
政
策
課
長長　

こ
ち
ら
の
方
か

ら
、
ま
ず
話
し
合
い
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問問　

端
末
Ｉ
Ｃ
と
し
て
、
独
創
的

活
用
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
町町
長長　

道
の
駅
で
は
な
く
、
珍
し

い
な
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
や
っ
た

方
が
成
功
す
る
確
率
は
高
い
と
思

い
ま
す
。

町
の
景
観

　

歳
出
予
算
繰
出
し
金　

億
4
埀1
0
0

20

万
円
の
う
ち
5
億
9
埀6
8
4
万
円
は
他

会
計
へ
の
貸
付
金
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、

貸
付
先
の
4
特
別
会
計
か
ら
の
前
年
度
分

貸
付
償
還
金
総
額
は
3
億
6
埀8
2
6
万

円
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
差
額
の
2
億
2

埀8
5
8
万
円
は
各
会
計
の
運
営
状
況
次

第
で
次
年
度
以
降
の
償
還
と
な
り
ま
す
。

こ
の
次
年
度
繰
越
額
は
年
々
増
加
の
傾
向

に
あ
り
、
今
後
の
特
別
会
計
運
営
に
対
す

る
「
警
鐘
」
と
も
言
え
ま
す
。

　

人
件
費
は　

億
3
7
7
万
円
で
前
年
度

13

当
初
比
4
埀0
4
4
万
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
物
件
費
の
中
に
は

臨
時
職
員
賃
金
1
億
8
埀7
0
4
万
円
が

計
上
さ
れ
て
お
り
、前
年
度
当
初
比
1
埀9

0
3
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
、
町
内
3
保
育
園
の
臨
時
職
員
賃

金
が
全
体
の
3
分
の
1
を
占
め
、
前
年
当

初
比
1
埀9
9
5
万
円
増
の
6
埀2
8
0
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
3
歳
未

満
児
の
保
育
希
望
者
が
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
臨
時
保
育
士
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

　

特
別
会
計
の
赤
字
や
、
保
育
士
不
足
に

よ
る
臨
時
職
員
の
増
加
は
、
良
好
と
は
言

え
な
い
町
の
財
政
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。
議
会
と
し
て
、
し
っ
か
り
と

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

特 別 会 計 等 の 当 初 予 算
一般会計借入金前年度増減額平成27年度予算額平成28年度予算額特 別 会 計 名

3億6,400万円△6,911万円17億8,213万円17億1,302万円国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

400万円13億6,400万円13億6,800万円介 護 保 険 特 別 会 計

781万円△30万円924万円894万円住宅改修資金等貸付事業特別会計

59万円2,265万円2,324万円簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

△1,682万円9,918万円8,236万円農業集落排水事業特別会計

1,350万円1,520万円2,870万円住 宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計

1億1,325万円1,157万円4億3,932万円4億5,089万円老 人 保 健 施 設 特 別 会 計

1億1,179万円4,851万円1億3,328万円1億8,179万円索 道 事 業 特 別 会 計

682万円1億1,951万円1億2,633万円後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

9,773万円17億3,146万円18億2,919万円病院事業会計（収益的収支）

況
況
況
況
況
況
況

予予
算算
審審
査査
かか
らら
況
況
況
況
況
況
況
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3
月　

日
に
川
上
村
で
行
わ

19

れ
た
、
宇
宙
飛
行
士
の
油
井
亀

美
也
さ
ん
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
報
告

会
「
亀
の
恩
返
し
」
に
議
長
・

副
議
長
が
出
席
し
、
町
内
か
ら

も　

名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

57
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
油
井
さ
ん
が
自
ら

マ
イ
ク
を
持
ち
質
問
を
聞
き
、

答
え
て
く
れ
る
と
い
っ
た
親
近

感
に
、
宇
宙
を
身
近
に
感
じ
る

時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

佐
久
穂
か
ら
宇
宙
飛
行
士
が

生
ま
れ
る
日
も
近
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

議決結果

小
林　
　

武

髙
見
澤
春
野

井
出　

清
嗣

小
林　

守
正

浅
井　

正
昭

岡
部　

勝
一

岩
﨑　

正
孝

小
宮
山
雅
則

倉
澤　

治
貴

倉
澤　

陽
一

佐
々
木
正
雄

高
見
澤
研
二

髙
橋　

康
徳

井
出　

正
臣

賛否が分かれた議案・案件

原案可決○○○○○○○■○○○○○佐久穂町体育施設条例の一部を改正する条例の制
定について

議案
第12号

原案可決○○○○○○○○○○○○退平成28年度佐久穂町一般会計予算
議案
第25号

採　択■○○■■○○○○○○■○
米軍輸送機CV22（空軍）、MV22（海兵隊）両オスプ
レイの飛行訓練に反対し、飛行中止を求める意見
書の提出の請願

請願
第 1号

不採択■○○■■○■■■■○■■憲法違反である安全保障関連二法のすみやかな廃
止を求める意見書の提出の請願

請願
第 2号

不採択■■■■■■■■■■■■■未来の有権者のための、模擬投票所設置に関する
陳情

陳情
第 2号

可　決■○○■■○○○○○○■○
米軍輸送機CV22（空軍）、MV22（海兵隊）両オスプ
レイの飛行訓練に反対し、飛行中止を求める意見
書の提出について

発議
第 1号

可　決■○○■■○○○■■○■○安全保障関連二法のすみやかな廃止を求める意見
書の提出について

発議
第 3号

※「○」は賛成、「■」は反対、「退」は退席

お
帰
り
な
さ
い　
!!

油
井
亀
美
也
さ
ん

佐久穂町体育施設条例の一部を改正する条例の制定について
地域の核であり、慣れ親しんだ交流の場である旧小中学校の体育館・校庭の利用停止は、
コミュニティの強化を掲げた町の方針に逆行している。（倉澤治貴）

平成28年度佐久穂町一般会計予算
各部署が必要とする予算の根拠は理解できるものの、財政上の貸し借りが存在し、予算
外形が膨らんでいることは疑問。早期の問題解決を。（井出正臣）

米軍輸送機CV22（空軍）・MV22（海兵隊）両オスプレイの　　　
飛行訓練に反対し、飛行中止を求める意見書の提出の請願
訓練飛行範囲に佐久地域が該当し、騒音は生活だけでなく観光にも影響があると考えら
れる。事故の報告もあり、安全性にも問題があると考える。（高見澤春野）

憲法違反である安全保障関連二法のすみやかな廃止を求める意見書提出の請願
世界平和への日本の国際貢献のために、憲法解釈による集団的自衛権を可能にする二法
は必要。憲法九条の根幹は守っている。（岡部勝一）

安全保障関連二法のすみやかな廃止を求める意見書の提出について
解釈上に成り立っているこの二法を廃止して憲法改正を行い、自衛隊の存立も含めた合
憲の上での国際平和貢献の実現こそ日本に必要な姿。（井出正臣）

反対反反対対

反対反反対対

退室退退室室

賛成賛賛成成

賛成賛賛成成

討 論 !
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかだからららららららららららららららららららららら、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私ははははははははははははははははははははは私は賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛成成成成成成成成成成成〇 一

一反反反反反反反反反反反対対対対対対対対対対対

一人一人の質問に丁寧に答える油井さ一人一人の質問に丁寧に答える油井さんん
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委委員員会会活活動動かからら委員会活動から委委員員会会活活動動かからら委員会活動から
委員会審査

平
成　

年
度

27

一
般
会
計
補
正
予
算

焔
国
庫
補
助
金
の
地
方
創
生
加

　

速
化
交
付
金
2
埀0
8
5
万

　

6
千
円
を
補
正
。
そ
の
事
業

　

は
出
生
数
増
加
及
び
子
育
て

　

世
代
の
移
住
増
を
目
指
し
て

　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
地
域
子

　

育
て
支
援
・
交
流
拠
点
施
設
）

　

空
き
ス
ペ
ー
ス
の
回
収
工
事
、

　

子
育
て
支
援
員
口
座
の
開
設
、

　

冊
子
の
作
成
を
行
う
ほ
か
、

　

若
年
女
性
激
減
問
題
へ
の
対

　

応
を
図
る
た
め
、「
マ
チ
女
子

　

奪
還
作
戦
」
と
称
す
る
事
業

　

と
し
て
「
さ
く
ほ
の
家
」
プ

　

ラ
ン
開
発
等
を
計
上
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

焔
地
域
お
こ
し
協
力
隊
1
名
か

　

ら
2
名
と
す
る
予
算
計
上
。

　
「
未
来
の
ふ
る
さ
と
」
創
り

　

に
更
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

　

経
済
福
祉
常
任
委
員
会
と
し

て
は
、
平
成　

年
度
佐
久
穂
町

28

索
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
対

し
一
般
会
計
か
ら
の
1
億
1
埀

総総
務務
文文
教教
常常
任任
委委
員員
会会

総総
務務
文文
教教
常常
任任
委委
員員
会会

焔
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
戦
略
を

　

推
進
す
る
た
め
、
集
落
支
援

　

員
1
名
任
用
を
計
上
。
集
落

　

基
本
調
査
、
点
検
等
行
い
、

　

様
々
な
事
業
に
展
開
。

焔
共
同
利
用
型
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
シ
ス
テ
ム
化

　

予
算
計
上
。
コ
ン
ビ
ニ
で
住

　

民
票
、
戸
籍
、
附
表
、
印
鑑

　

証
明
の
発
行
が
可
能
と
な
る
。

焔
小
学
校
低
学
年
の
机
と
椅
子

　

1
8
0
台
を
購
入
。
以
後
も

　

年
々
入
れ
替
え
予
定
。

焔
児
童
館
駐
車
場
の
整
備
予
算

　

を
計
上
。

焔
病
児
病
後
児
保
育
開
設
予
算

　

の
計
上
。
旧
高
野
町
保
健
セ

　

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
設
。

焔
佐
久
総
合
病
院
本
院
再
構
築

　

整
備
負
担
金
1
億
7
9
6
万

　

円
。

焔
中
部
横
断
自
動
車
道
佐
久
町

　

Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
工
事
負
担
金

　

8
埀0
0
0
万
円
。　
　

（
予
算
に
対
す
る
意
見
）　
　

　

各
部
署
の
予
算
要
求
に
関
す

経経
済済
福福
祉祉
常常
任任
委委
員員
会会

経経
済済
福福
祉祉
常常
任任
委委
員員
会会

平
成　

年
度

28

一
般
会
計
予
算

る
根
拠
は
十
分
に
理
解
で
き
る

が
、
行
財
政
改
革
大
綱
の
推
進

や
増
加
す
る
貸
付
金
の
状
況
か

ら
、
予
算
の
外
形
に
対
し
て
賛

成
と
す
る
の
は
難
し
い
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

条
例
の
制
定
・
改
正

焔
奨
学
金
貸
与
に
つ
い
て
、
居

　

住
要
件
、
保
証
人
要
件
等
を

　

緩
和
。
就
学
困
難
者
の
教
育

　

機
会
が
広
が
る
。

焔
「
旧
佐
久
東
小
学
校
」、「
旧

　

佐
久
西
小
学
校
」、「
旧
八
千

　

穂
小
学
校
」、「
旧
八
千
穂
中

　

学
校
」
の
体
育
施
設
の
貸
し

　

出
し
は
し
な
い
も
の
と
し
、

　

佐
久
穂
小
学
校
の
体
育
施
設

　

は
、
有
料
に
て
開
放
。

　
　
（
条
例
案
す
べ
て

全
員
賛
成
で
可
決
）

窓
口
業
務
の
一
部 
コ
ン
ビ
ニ
交
付
も
可
能
に

議
案
第　

号
に
つ
い

33

て
の
付
帯
意
見

　

町
か
ら
の
借
入
金
総
額
は
1

億
1
埀0
0
0
万
円
に
膨
ら
み

ま
し
た
。
利
用
客
の
減
少
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

指
定
管
理
者

　

2
F
、
3
F
病
棟
の
改
築
が

完
了
に
よ
り
、
資
本
的
収
支
が

大
幅
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
林
院
長
が
3
月　

日
で
退

31

職
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
、
町
民
の
健
康
管
理
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
名
誉
院
長
と
し
て
非
常

勤
で
、
町
民
の
健
康
維
持
に
携

わ
っ
て
く
だ
さ
る
そ
う
で
す
。

　

後
任
は
、
植
竹
医
師
が
院
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

千
曲
病
院

　

佐
久
穂
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

施
設
の
指
定
管
理
者
は
引
続
き
、

社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
し
ま

し
た
。

　

期
間
は
、
平
成　

年
3
月　

33

31

日
ま
で
の
5
年
間
。

　

佐
久
穂
町
林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
施
設
の
指
定
管
理
者
も
、
引

続
き
南
佐
久
北
部
森
林
組
合
を

指
定
し
ま
し
た
。

　

期
間
は
、
平
成　

年
3
月　

38

31

日
ま
で
の　

年
間
。

10

焔
高
野
町
用
水
流
末
箇
所
Ｌ
＝

　

1
2
0
ｍ
は
6
月
完
成
予
定

焔
ア
ク
セ
ス
道
路
高
野
町
小
山

　

線
、
平
成　

年
3
月
完
成
予

29

　

定

　

国
費
に
よ
る
交
付
金
が
今
年

も
支
給
さ
れ
ま
す
。

1
7
8
万
8
千
円
と
多
額
で
あ

る
事
業
予
算
に
つ
い
て
憂
慮
し

て
お
り
ま
す
。
索
道
事
業
に
関

し
ま
し
て
は
、
昨
年
度
よ
り
設

置
さ
れ
ま
し
た
観
光
施
設
運
営

検
討
委
員
会
で
現
在
検
討
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
注
視
し

て
お
り
ま
す
。
早
々
に
結
論
が

出
さ
れ
ま
す
こ
と
を
付
帯
意
見

と
い
た
し
ま
す
。

繰
越
工
事

　

南
佐
久
公
共
下
水
へ
の
継
込

み
を
前
提
と
し
た　

管
路
の
調

査
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

上
区
農
集
調
査
始
ま
る

臨
時
福
祉
交
付
金

老
人
保
健
施
設
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余
地
地

余
地
地
区区

海
瀬
地

海
瀬
地
区区

大
日
向
地

大
日
向
地
区区

追
跡 そのあと、どうなった!?

一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般質質質質質質質質質質質質一般質問問問問問問問問問問問問問

大
規
模
太
陽
光
発
電
計
画

景
観
や
開
発
と
い
っ
た
観
点
か
ら
議
会
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
た
大
規
模
太
陽
光
発
電
計
画
。
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
？
「
追
跡
」
し
て
み
ま
し
た
。

　

余
地
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー
よ

り
約
１　

ほ
ど
上
流
の
余
地
川

km

左
岸
の
北
斜
面
に
計
画
さ
れ
、

工
事
は
既
に
完
了
し
、
売
電
も

始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
6
月
に
地
元
説
明

27

会
が
開
か
れ
、
7
月
に
は
大
規

模
開
発
行
為
の
許
可
申
請
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
発
行
為
申
請
と
現
地

が
異
な
る
た
め
、
町
は
工

事
の
一
時
中
止
と
現
状
回

復
を
求
め
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
６

月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
佐

久
穂
町
環
境
保
全
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
大
規

模
開
発
行
為
に
関
し
て
町

と
事
業
者
間
で
開
発
協
定

を
結
ん
だ
こ
と
に
よ
る
効

力
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
瀬
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
取

り
囲
む
よ
う
に
計
画
さ
れ

て
お
り
、
発
電
量
は
余
地

の　

倍
で
、
文
字
通
り
の

35
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
と

な
る
予
定
で
す
。

　

平
成　

年
3
月
に
計
画

26

の
説
明
会
が
開
か
れ
、
5

月
に
関
係
区
長
と
水
利
組

合
長
に
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
事
業
者

は
春
と
秋
の
動
植
物
に
関

す
る
独
自
調
査
を
行
い
、

町
は
必
要
と
思
わ
れ
る
環

境
影
響
評
価
検
証
業
務
の

委
託
予
算
を
計
上
し
ま
し

た
が
、
県
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
開

発
に
関
連
す
る
条
例
が
昨
年
制

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
事
業

者
の
責
任
に
お
い
て
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
日
向
3
区
か
ら
4
区

に
か
け
て
の
抜
井
川
左
岸

の
な
だ
ら
か
な
北
斜
面
で
、

約　

年
ほ
ど
前
に
は
ゴ
ル

25
フ
場
開
発
の
話
が
あ
っ
た

と
い
う
場
所
で
す
。
事
業

者
は
海
瀬
地
区
と
同
じ
で
、

そ
の
開
発
面
積
は
余
地
の

約　

倍
、
海
瀬
の
約　

倍

157

3.5

で
す
。

　

平
成　

年
1
月
か
ら
短
期
間

27

に
3
回
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
用
地
買
収
交
渉
は
順
調

で
、
海
瀬
の
契
約
完
了
率
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

県
の
環
境
影
響
評
価
条
例
で

は
、　
　

以
上
は
環
境
ア
セ
ス

50
ha

メ
ン
ト
の
対
象
で
あ
り
、
住
民

や
市
町
村
か
ら
の
意
見
聴
取
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

開
発
規
模
も
大
き
く
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
町
は
事
業
者
に

対
し
て
開
発
予
定
工
程
表
の
提

出
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
町
の
関
与
が

不
可
欠
と
言
え
ま
す
。

余地地区太陽光発電余地地区太陽光発電所所

大日向地区メガソーラー発電大日向地区メガソーラー発電所所（予想図）（予想図）

進 捗 状 況開発面積（㎡）予定発電量（kW/h）地 区 名

パネル設置工事は完了
現在発電中という情報

12,200850,000余 地

用地取得中
38ha（67％）契約完了

560,69930,000,000海 瀬

用地取得中
139ha（72％）契約完了

1,925,17981,000,000大 日 向

海瀬地区メガソーラー発電所（予想図海瀬地区メガソーラー発電所（予想図））
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今
回
は
特
別
編
と
し
て
、
佐

久
穂
町
崎
田
出
身
で
旧
第
十
九

銀
行
の
創
業
者
の
一
人
、
黒
澤

鷹
次
郎
の
銅
像
を
岡
谷
市
の
成

田
公
園
に
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

■
な
ぜ
銅
像
が
岡
谷
市
に

　

あ
る
の
で
し
ょ
う
？

　

黒
澤
鷹
次
郎
の
銅
像
は
、
高

速
道
路
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に

ほ
ど
近
い
岡
谷
市
を
見
下
ろ
す

高
台
に
あ
り
ま
す
。
彼
が
銀
行

の
頭
取
だ
っ
た
時
、
不
況
で
苦

し
ん
で
い
る
岡
谷
市
の
製
糸
業

者
に
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
で

あ
っ
た
土
地
や
建
物
を
担
保
と

し
て
で
は
な
く
、
繭
を
担
保
に

お
金
を
貸
し
、
経
営
を
支
援
し

ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
讃
え
ら

　

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
中
で
、

地
域
が
生
き
延
び
る
た
め
に
は
、

他
に
な
い
手
法
や
ア
イ
デ
ィ
ア

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

元
が
生
ん
だ
先
人
に
学
び
、
常

識
を
破
る
発
想
こ
そ
が
地
域
を

救
う
最
良
の
手
段
で
あ
る
と
い

う
認
識
を
、
私
た
ち
も
持
つ
べ

き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
聞
き
手　

井
出
正
臣
）

　

日
本
中
で
話
題
と
な
っ
て
い

る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
す
が
、

佐
久
穂
町
も
昨
年
よ
り
「
さ
く

ほ
の
恵
み
ギ
フ
ト
」
を
返
礼
品

と
し
た
と
こ
ろ
効
果
が
現
れ
、

一
昨
年
に
比
べ
飛
躍
的
に
数
字

を
伸
ば
し
ま
し
た
。

　

人
気
の
返
礼
品
は
リ
ン
ゴ
と

の
こ
と
。
逆
に
低
調
な
の
が
プ

ル
ー
ン
と
い
う
話
を
聞
き
、
そ

の
原
因
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

理
由
は
極
め
て
単
純
で
、
認

知
度
が
な
く
、
生
の
プ
ル
ー
ン

に
馴
染
み
が
な
い
う
え
に
旬
が

短
い
と
い
う
点
で
し
た
。
確
か

に
こ
れ
で
は
返
礼
品
に
は
向
き

ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
逆
を
返
せ
ば
地
元
に

愛
さ
れ
、
当
然
の
様
に
食
さ
れ

て
い
る「
ソ
ウ
ル
フ
ル
ー
ツ
」と

も
言
え
ま
す
。
旬
が
短
い
も
の

を
、
美
味
し
く
生
で
味
わ
え
る

こ
と
は
地
元
民
の
究
極
の
贅
沢

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
食
文
化
と
な
っ
た

プ
ル
ー
ン
の
生
産
も
後
継
者
不

足
が
深
刻
で
す
。「
送
っ
て
食

べ
て
も
ら
う
」
で
は
な
く
、「
訪

れ
て
食
べ
て
も
ら
う
」
と
い
う

仕
組
み
を
考
え
る
の
も
面
白
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

れ
、
こ
の
公
園
に

銅
像
が
建
て
ら
れ

た
そ
う
で
す
。　

特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別特別編編編編編編編編編編編

■
世
界
遺
産
を

　

救
っ
た
影
の

　

功
労
者
？

　

こ
の
時
に
支
援

を
受
け
た
会
社
の

ひ
と
つ
に
、
世
界

遺
産
と
な
っ
た
富

岡
製
糸
場
を
操
業
し
、
閉
鎖
後

も
壊
さ
ず
に
守
り
続
け
た
片
倉

工
業
が
あ
り
ま
す
。
黒
澤
氏
の

常
識
を
破
っ
た
支
援
が
な
け
れ

ば
、
富
岡
製
糸
場
も
残
ら
ず
、

世
界
遺
産
に
な
ら
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

■「
あ
さ
が
来
た
」
と
同
じ

　

時
代
に
生
き
る

　

黒
澤
鷹
次
郎
は
、
江
戸
末
期

の
嘉
永
2
年
（
1
8
4
9
年
）

に
崎
田
で
生
ま
れ
、
明
治　

年
10

（
1
8
7
7
年
）に
上
田
で
第
十

九
銀
行
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
「
あ
さ
が
来
た
」の
モ
デ
ル
に

な
っ
た
広
岡
浅
子
も
同
じ
嘉
永

2
年
に
京
都
で
生
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
銀
行
を
設
立
し
た
の
は

十
年
後
の
明
治　

年
で
す
。
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黒
澤
氏
の
先
見
性
が
伺
い
知
れ

る
一
方
で
、
銀
行
を
作
っ
た
時

の
思
い
は
、
ド
ラ
マ
の
中
の
あ

さ
と
同
じ
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

■
今
も
地
域
を
支
え

　

続
け
る

　

大
正
8
年
（
1
9
1
9
年
）

に
彼
は
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た

が
、
第
十
九
銀
行
は
後
に
六
十

三
銀
行
と
合
併
し
、
今
の
八
十

二
銀
行
と
な
り
、
地
元
の
金
融

機
関
と
し
て
私
た
ち
の
生
活
の

そ
ば
に
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

常常識識をを破破りり、、地地域域をを救救うう常識を破り、地域を救常識を破り、地域を救うう常識を破り、地域を救常識を破り、地域を救うう常識を破り、地域を救う
岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷ののののののののののののののののののののの街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街ををををををををををををををををををををを高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららら見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町ののののののののののののののののののののの偉偉偉偉偉偉偉偉偉偉偉偉偉偉偉偉偉偉偉偉偉岡谷の街を高台から見守る佐久穂町の偉人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

旧旧第第十十九九銀銀行行創創業業者者 黒黒澤澤鷹鷹次次郎郎

次回の6月定例会は
666666666666666666666月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月6666666666666666666666月6日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月）））））））））））））））））））））（月）～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～666666666666666666666月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月111111111111111111111777777777777777777777～6月17日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金）））））））））））））））））））））（金）ををををををををををををををををををををを予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定しししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててておおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままままを予定しておりますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
一般質問は6月10日・13日を予定しております。
多くの皆様の傍聴をお待ちしております。

 4月14日から発生して

います「平成28年熊本

地震」により被災された

皆様に心よりお見舞い

申し上げます。

―佐久穂町議会 ―
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